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）を用いた柔軟仕上げ剤の繊

し’た衣料の吸水性と密接な関

ついて処理濃度を変化させて

剤の成分であるジ硬化牛脂ア

トにより、着用・洗浄・柔軟

調べた結果につき報告する。

0 処理またはD S処理した綿

度を変えて接触吸水量測定法

いては、成人男子2 0 名にて

Ｏ回繰り返し実施した。

の場合に比ベ。低下し、特に綿

の加圧が小さいほど低下の程

では、吸水速度・吸水量とも

著な低下は認められなかった

においても, D S処理の衣料

でli . D S処理したものよｰり

:30～12:00

　目的　防炎加工剤としてほう酸・ほう砂を用い，これに糊づけ剤{ P V A（* °リビ二87丹コー≫）,

CMC（tfti'^i/if ≫t≫D-ス）,市販いとング（酢酸t :≫系）｝を添加し，その加工溶液で処理した試布

の糊づけ剤別による同時加工効果について種々の角度から検討を試みた。

　方法　試布は染色堅ろう度試験用添付白布　綿100％を用いた。防炎加工剤のほう腰・ほ

う砂（3:7)はio％,糊づけ剤は　1％とし，それらの混合液を加工溶液とした。加工方法は

調製した加工溶液に試布を室温で15分間浸漬後，絞り率を　100％としたものを風乾した。

これらの加工布について，酸素指数，剛軟度，防しわ性, 防汚性，洗浄性，引張強度の測

定を行い,未加工布との比較において評価した。

　結果　防炎・糊つけの同時加工布における防炎効果については, 糊づけ剤の種類を問わ

ず，酸素指数値が38前後という高い防炎性能を有することが示された。一時性の防炎加工

剤のため，耐洗たく性はないものの防炎単独の加工布に比べて，大幅な防炎性能の向上が

認められた。剛軟度に関しては，同時加工布は糊つけ単独の試布より，曲げ剛さがやや小

さい値を示した。防しわ性は, PVA, キーピングを用いた同時,加工布および糊つけ単独の試布

とも防しわ率の向上がみられた。防汚性，洗浄性に関しては, CMC糊つけ布が，汚れをつ

きにくく，藩ちやすくすることはすでに報告されているが，防炎加工剤を加えた　CMC同時

加工布においても同じ挙動がみられた。強度低下についてはどの加工布も未加工布に比し

て問題とならなかった。


